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１１. 電子常磁性共鳴分析法（electron paramagnetic resonance）

[１] 電子常磁性共鳴

電子スピン共鳴（electron spin resonance，ＥＳＲ）

図１. 磁場による不対電子のエネルギーの変化

［問１］ ｅｈ
μo は で定義される量（参考図書の(６・２)式は誤り）である。ｅ は 電子の電荷，

４πｍe
ｈ は プランク定数，ｍe は電子の質量である。ｇ は比例定数で，下表の値を持っている。

磁場 ０.３４Ｔ（３４００gauss）の下で，それぞれのラジカルが吸収する電磁波の周波数を求めよ。

メチルラジカル ２.００２５５

エチルラジカル ２.００２６０

ビニルラジカル ２.００２２０

アリルラジカル ２.００２５４

ベンゼンラジカルアニオン ２.００２７６

ナフタレンラジカルアニオン ２.００２６３

アントラセンラジカルカチオン ２.００２４９

アントラセンラジカルアニオン ２.００２６６

《メチルラジカル：９.５２９６ＧＨｚ，ベンゼンラジカルアニオン：９．５３０６ＧＨｚ》

図２. 吸収曲線（微分形）
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[２] 超微細分裂

スピン－スピン結合

図３. ベンゼンラジカルアニオンのＥＰＲスペクトル

（吸収強度比 左から １：６：１５：２０：１５：６：１）

表１. 超微細分裂定数

１１．電子常磁性共鳴分析法
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[３] スペクトル

図４. ナフタレンラジカルアニオンのＥＰＲスペクトル
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図５. １,４,５,８－テトラアザナフタレンラジカルアニオンのＥＰＲスペクトル

［問２］１,４,５,８－テトラアザナフタレンラジカルアニオンのＥＰＲスペクトルにおいて，それぞれの

吸収強度比を示せ。
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［問３］つぎのラジカルのＥＰＲスペクトルを描け。

ただし，（ ）内にそれぞれのラジカルの超微細分裂定数を示す。

ａ）エチルラジカル ・・・・ＣＨ２(α)(α)(α)(α)ＣＨ３(β)(β)(β)(β)

（αααα：２２.３８，ββββ：２６.８７）

ｂ）プロピルラジカル ・・・・ＣＨ２(α)(α)(α)(α)ＣＨ２(β)(β)(β)(β)ＣＨ３(γ)(γ)(γ)(γ)

（αααα：２２.０８，ββββ：３３.２，γγγγ：０.３８）

ｃ）ｉ－プロピルラジカル ・・・・ＣＨ(α)(α)(α)(α)(ＣＨ３(β)(β)(β)(β))２
（αααα：２２.１１，ββββ：２４.６８）

ｄ）ｔ－ブチルラジカル ・・・・Ｃ(ＣＨ３(β)(β)(β)(β))３
（ββββ：２２.７２）

ｅ）トルエンラジカルアニオン

（２２２２：５.１２，３３３３：４.４，４４４４：０.５９，ＣＨＣＨＣＨＣＨ ：０.７９）３３３３

ｆ）ニトロベンゼンラジカルアニオン

（２２２２：３.３６，３３３３：１.０７，４４４４：４.０３，ＮＮＮＮ：９.７０）
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